

















In relation to actual activities leading to an active life of aged people
and the future direction of the movement in M town




































































































































定期的な活動実施者は、男性 44％（前期高齢者 50％、後期高齢者 37％）、女性 59％（前



































































（前期高齢者 3.21、後期高齢者 3.10）、女性 3.18（前期高齢者 3.22、後期高齢者 3.14）で
あり、それぞれの中止または非実施者の平均値に比べ、すべての実施者に高い数値を示し
た（表 5）。また、実施者のそれぞれの側面の平均値をみると、男性の前期高齢者は、身
体的側面（3.34）、心理的側面（3.23）、家庭的側面（3.22）、後期高齢者は、家庭的側面（3.19）、
身体的側面（3.18）、今後の生活設計の側面（3.14）の順で高い数値であった。女性では、
前期高齢者が、家庭的側面（3.39）、身体的側面（3.25）、経済・社会的側面（3.21）、後
期高齢者は、家庭的側面（3.37）、身体的側面（3.28）、経済・社会的側面（3.09）の順で
高い数値を示した。また、性差、年齢階層の違いから実施者・非実施者を比較すると、性
差、年齢階層に関係なく、家庭的側面と身体的側面が高い数値を示していることから、実
施する理由の表 2の結果にもあったように、活動の実施には家庭内の協力や良好な関係
と自身の健康状態が強く関わっていることがわかる。また、性差、年齢階層からみても活
動の実施者が中止又は非実施者に比べ良好な結果を示しており、生活の満足度において良
好な状態であることが明らかになった。また、後期高齢の実施者は、男女とも前期高齢の
実施者に比べ数値は低くかったが、全体的に高い数値を維持しており、生きがい活動を継
続して行うことが高齢になっても有益であることを意味している。
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6　生きがい活動の実施者の生活の満足度（17項目）のそれぞれの関連
1）前期男性高齢者
　男性の前期高齢者では、手足の可動が良好なことや体力に自信を持てることなどが、地
域の人間関係や日頃の楽しいこと、または目標やテーマを持つなどの生活と強く関連して
いることから、健康を維持する取り組みが生きがい活動の継続に最も重要なことだと言え
る（図 6）。また、人間関係の充実や日頃から目標、テーマを持つ生活が、ストレスの軽
減につながっていることがわかった。その他、余暇の過ごし方は、手足の可動や趣味や娯
楽の支出に関連しており、健康面と趣味・娯楽活動の充実が前期高齢者の生活にとって重
要であることが確認された。
2）後期男性高齢者
図 6．村田町の活動実施者の相関図（男性前期高齢者）
図 7．村田町の活動実施者の相関図（男性後期高齢者）
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　男性の後期高齢者では、地域の活動に関わることや趣味や娯楽などを通した余暇時間の
有効利用が、目標やテーマを持つ生活に強く関連している（図 7）。また、体力を維持す
ることが、楽しいと思える生活、又は日常生活を安心して暮らせることに関連している。
これは、基礎生活において大切な要素であり、地域の関わり持つことと同様に、体力を維
持することが重要でありそのような取り組みが必要となる。また、趣味や娯楽の支出の項
目に、健康面に関する項目や余暇時間の過ごし方、目標・テーマを持つ生活と関連してい
ることから、健康を維持することが、趣味や娯楽的活動を通した余暇生活の充実に結びつ
いていることがわかる。
3）前期女性高齢者
　女性の前期高齢者では、手足の可動を良好な状態に保ち、基礎生活を安定させ、地域の
人間関係を良好な状態にすることが余暇の過ごし方に満足感を与え、生活満足度に重要で
あることがわかった。また、そのことが日頃の生活に目標やテーマを持つことに関連し、
生活のハリを持つことにつながっていることが確認された（図 8）。
図 8．村田町の活動実施者の相関図（女性前期高齢者）
　―　116　―
共栄学園短期大学研究紀要　第 22号　2006
―　117　―
4）後期女性高齢者
　女性の後期高齢者では、自身の手足の可動を良好に保つことや、余暇の過ごし方が良好
な状態であることと関連している。また、充分な睡眠や食事などの基礎生活を良好な状態
に保つことが、ストレスの軽減に結びつき生活の満足度に大きく関わっていることが分か
る。その他、多くの項目と相関があった「ストレス」や「充分な睡眠」、「楽しいことが多
い生活」などの項目に共通して、「余暇の過ごし方」の項目に関連があることから、趣味や
娯楽などを通した活動が生活満足度に結びつくことがわかる（図 9）。
Ⅵ　結果・考察
　生きがい活動における生活の満足度 17項目の平均値をみると、性差、年齢階層に関係
なくすべての活動の実施者が中止又は非実施者に比べ良好な結果を示しており、生活の満
足度において良好な状態であることが明らかになった。また、男女とも後期高齢の実施者
は、前期高齢の実施者に比べ数値は低いが、非実施者に比べ全体的に高い数値を維持して
おり、生きがい活動を継続して行うことが高齢になっても有益であることを意味している。
　生きがい活動実施者の活動をする理由は、男女とも、健康への意識と友人との交流が大
きな理由であった。また、年齢階層による違いで前期高齢者は、男女とも「家族の理解・
協力」、後期高齢者は「好きな仲間がいる」が高い数値を示した。このことは、今後益々
増えていく老夫婦世帯や独居老人世帯に対する地域とのつながりの重要性を意味してい
る。活動形態は「地域のクラブに所属している」の回答が、最も高い数値を示した。しか
し、その地域のクラブ活動の内容は、女性の文化活動を中心としたものが多く、男性の活
動の種類は少ない。また、活動の実施頻度をみると、女性の実施率が高かった。この結果
図 9．村田町の活動実施者の相関図（女性後期高齢者）
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は、地域の活動内容が影響していることも考えられ、男性のニーズにこたえる活動を町は
早急に取りかかる必要がある。また前期高齢者の活動実施率を向上させることが後期高齢
者の実施率につながることから、町は定年退職前の早い段階から活動の取り組みを奨励し
ていくことが重要である。
　そのためには、実施者の生活の満足度（17項目）指標のそれぞれの関連で得た結果を
もとに、性差・年齢階層の違い等から、活動促進のあり方を考えていくことが大切であり、
そうした取り組みが町の生きがい活動の発展に大きく寄与することが考えられる。
　また、今後の支援策として、研究の目的でも述べたが高齢者の生きがい活動を、高齢者
が単に余生を送るための活動とだけ考えるのではなく、その意欲と能力に応じて社会との
つながりを持ち続けるための社会参加・社会貢献の場としてまちづくりを考えていく必要
がある。
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